
３ 県学力・学習状況調査を活用した実践事例 
 

 

 

【Ａ小学校の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コバトンのびのびシートを活用して、学力に課題のある児童生徒について学力や学習の状況

を把握し、効果的な指導方法を話し合い、共有する。」 

○○さん、図形の分野が
弱いのよね・・・。 
どうしたらいいかしら？ 

図形の分野のとき
には、具体物を準備
するといいわよ！ 

図形の角の大きさ
に色を塗って見せ
るとはっきりと分
かると思うよ。 

今までに習った
図形の復習をス
モールステップ
で徹底的に！ 

私も、授業で 
そうしてみよう  

研修会や普段の職員室で のびのびシートから先生の呟き 

【他にも･･･コバトンのびのびシートから見えてくること】 

①国語の「話す・聞く・書く」の領域が弱い。 

②「プランニング方略」の数値が昨年度より下がっている。 

③「柔軟的方略」「努力調整方略」などが順調に伸びている。 

④「将来の夢や目標」は、どちらかと言えば持っていない。 

⑤家庭学習の時間が、３０分～１時間以内である。 

⑥家の人とあまり話をしていない。 

【具体的な支援】 

・授業中での支援 

・授業外での支援 

・学校行事等での支援 

・部活動での支援 

・家庭と連携しての支援     

         など 

大切なことは、教職員で、「コバトンのびのびシート」をもとに、よりよい

指導方法について話し合いをし、それをみんなで共有することだよ。 

○○さんの図形の
分野を伸ばすには
どのような指導を
したらいいですか。 


